
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教師80％以上

・教職員間でのマイプランの共有及び校
内研修等による取組を促進する。

A

・全国学習状況調査の結果を踏まえ、成果と課題
を出し学力向上対策評価シートの共通理解や共通
実践項目を設定し、日頃の授業で児童に感想を書
かせたりさせたりして、学習理解につなげた。

・学習状況調査については、日々の先生方の学習指
導のあり方などの結果が学力の向上につながってい
る。今後も児童一人一人と向き合って指導をお願い
したい。
・家庭学習の取り組みの向上が、学力の向上にもつ
ながっている。

○児童の基礎学力の定着を図る。 ○指導法改善を行いつつ、個に応じた指導に
努め、授業の中での話し合い活動を通して、
自分の考えを深めたり、広げたりすることがで
きていると思う児童の割合が80％以上
○「授業がわかる」児童の割合が85％以上

・色カードで自分の立場を明確にし、話し
合いに臨む。
・算数音読テストに定期的に取り組む。 A

・本校の特色である色カードを使って自分の立場
を明確にし、話し合いを活性化させた。
・算数音読を継続して取り組み、四則計算の定着
を図った。

・朝の時間の算数音読テストを定期的に行い、児童
一人一人の学習状況が分かりすばらしい。
・授業に落ち着いて取り組み、学習を進めているとこ
ろがよい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

○学校生活アンケートで、豊かな心を育む項
目において、肯定的な回答をした児童の割合
が70％以上

・「人権集会」や「命を考える日」を実施し、
なかよしタイムで異学年交流体験をする。
・道徳科の授業づくり等に関する校内研修
や、「ふれあい道徳」を実施する。
・保護者や地域の方と連携したふれあい
体験を実施する。 A

・「人権集会」や「いのちのコンサート」を実施し、命の尊さ
を全校で共有する。コンサートについては、参観を保護者
にも呼びかけ実施した。「命を考える日」の取組について
は、６年生が「いのちの教育プロジェクト」を通して、自分た
ちで命について考えたプレゼンテーションを２月１４日の
「命を考える日」の集会の中で紹介するなどして「いのちの
大切さ」を考えさせることができた。
・道徳科については「ふれあい道徳」を6月と11月に計画通
り実施することができた。2月には道徳の「評価」に関する
説明をする機会をもつこともできた。
・ふれあい体験については、12月にしめ縄づくりを実施し
た。大豆や米を使った体験学習については、コロナ禍のた
め実施していない。

A

・人権集会や「いのちを考える日」の集会
を行うことによって、いのちの大切さを理
解し、道徳の授業で命の大切さだけでな
く他者への思いやりを学べたことはよい
取り組みである。しかし、新型コロナ感染
拡大防止のため、地域の方との交流が
ほとんどできなかったのが残念だった。

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

〇いじめ防止等について組織的対応ができて
いると回答した教職員の割合が７０％以上。

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルを
作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を年間３回
以上行う。
・なかよしアンケートを年間６回行う。

A

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルを作成・
見直しを行った。
・毎月、生徒指導連絡協議会を開き、気になる子の様
子や対応についての共通理解を職員全体で行った。
・いじめが発生した際は、被害・加害の児童の心のケ
アをＳＣと連携しながら継続的に実施した。

A

・いじめについては、些細なことがいじめにつながる
ので、児童の様子や発する声を聞き逃さないように
気をつけてほしい。教職員間の情報の共有が大切で
ある。
・いじめについて、学校でいじめ拡大防止のため、
SCにすぐに相談でき、職員が連携して対応するよう
に体制を整えて取り組んでいるところがよい。

○児童の自己肯定感の向上 〇学校生活アンケートで自分のよいところがあ
ると思う子どもの割合が６０％以上
〇「心のタイム」等で「光るところ見つけ」カード
を年間５枚以上書く。

・なかよしアンケートに自己肯定感に関わ
る項目を７月、１１月に入れて実施する。
・年８回の「心タイム」による光るところ見
つけ活動や教職員・保護者による承認活
動に取り組む。

A

・学校アンケート「自分によいところがあると思う」の項
目において、「よくあてはまる」「大体あてはまる」と肯
定的に回答した児童が82％から92％に向上した。
・行事の後に「光るところ」カードを書いてくださる保護
者が増えた。

A

・「光るところ見つけカード」の取り組み
で、児童間、教師や保護者からメッセー
ジを書いてもらうことで、児童一人一人の
自己肯定感が高まっている。

●「望ましい生活習慣の形成」 〇「早ね、早起き、朝ごはん」の啓発を行う。
〇むし歯保有率を２０％以下にする。
〇新型コロナウイルス等の感染予防習慣を身
に付ける。８０％以上の児童が感染対策につ
いての取り組みが理解できるようにする。

・「早ね、早起き、朝ごはん」の啓発を年2
回以上行う。
・歯みがき指導を実施。
・感染予防の手洗い指導を実施
・感染予防を啓発する。

A

・歯科衛生士による指導を1年、3年、5年に実施した。
また、歯科保有者へ受診勧奨2回と個別で保健指導を
実施した。その結果、歯科保有率は昨年は15.2％に
対し7.6％まで下げることができた。
・感染予防について1年、2年に手洗い指導を実施し、
体育保健委員会では手洗いの指導の動画を作成し啓
発できた。感染予防について啓発ができた。

A

・新型コロナウイルス感染予防対策が日々とられて
いるところはよい。
・虫歯の罹患児童の数が減ってきているので、取り
組みができる範囲でなされている。
・「早寝・早起き・朝ごはん」の取り組みが、学校評価
アンケートで数値が改善したところはよい。

○「運動習慣の改善」 ○目標を決めて、「スポーツチャレンジ」
に１回以上取り組む。

・縦割り班で八の字跳びにチャレンジ
する期間を決めて取り組ませる。
・学級で種目と目標を決めて、「ス
ポーツチャレンジ」に１回以上参加す
る。

A

・縦割り班で目標を決めて、八の字跳びに
取り組んだ。
・どの学年も学級で目標を決めて、スポー
ツチャレンジに参加した。休み時間に八の
字の練習をしている児童が増えた。

A

・スポーツチャレンジで賞に入るほど取り
組みができたところはすばらしい。

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

○毎月の時間外勤務時間45時間以内の割合
を90％以上にする。
○勤務時間を意識し、計画的効率的に職務遂
行できた職員の割合を70％以上にする。

・職員会議の内容精選、校務分掌の平準
化の徹底、通知表の２期制など効率的に
職務を遂行し、全職員で協働的に教育活
動を行い、時間外勤務時間の削減に取り
組む。

A

・職員会議の内容精選については、指導部長会で内
容の検討を図り、会議時間についても検討する時間を
会議のレジメに示すことで時間の短縮につなげてき
た。
・業務の改善についても、退勤時刻18:30分を目安に
計画的に業務を行うことを進め、超過勤務の時間削
減に努め、月平均の超過時間は、26.3時間であった。
（令和４年１月末現在）

A

・昨年度よりも業務記録で時間が多く
なっているが、業務改善を意識した取り
組みができている。働き方改革がいわれ
ているので、これからも超過勤務の時間
削減に取り組んでほしい。

○教職員の働き方改革の推進 〇業務改善につながるアイデアを職員で
検討し、チーム力の向上を目指す。

・定期的な指導部会において、校務
や校内研究内容等について、効率
的、協働的に取り組む内容を検討し
合い、チーム学校で教育活動を進め
る。

A

・指導部会では、限られた時間内で校務や校内研究
内容等について、効率的、協働的に検討しあうことが
できた。（12月実施の学校評価アンケートで協働して
取り組むことができた職員の割合は90％を超えてい
た）
・学校行事などは、職員で連携し、チーム学校を意識
した教育活動に取り組むことができている。

A

・コロナ禍で大変だったであろうが、行事
について内容等検討し、効率的に進めら
れたことはよかった。先生方が、協働して
みんなで物事にあたってもらっていること
もよい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育の推進
◎自らの夢や目標の実現に向けて努
力する気持ちを高める教育活動の推
進

〇 自分で頑張ることを決め、粘り強く、取
り組むことができていると答える児童が
85％以上

・ 全ての教科等、学校行事等を通して、夢や目
標について自ら考えさせる時間や場面を設け、
キャリアパスポートにまとめる。
・「いのちと夢のコンサート」で命や夢に関する学
級での取組を実施したり、６年児童に「夢の教
室」の実践を行ったりして、夢をもつこと、それに
向けて努力することの大切さを理解させる。

A

・学校アンケート「粘り強く取り組むことができて
いる」の項目において、「よくあてはまる」「大体
あてはまる」と肯定的に回答した児童が9５％で
あった。
・自分の名前に込められた願いを知ることで、
家族に愛されていることや「なりたい自分」を意
識させることができた。

A

・学校アンケートの「ねばり強く取り組む
ことができている」の項目で肯定的に回
答した児童の割合が95％であったこと
は、日頃の指導の成果であると考えられ
る。

〇開かれた学校づくり 地域連携、幼保小中連携の推進
〇三根校区の幼保、三根西小、三根中との交
流行事を通して、児童、教職員の「交流してよ
かった」割合が前年度比１0％増を目指す。

・1つの行事の案内を複数の場面で行い、期日
や内容の事前周知を図る。
・学校ホームページの更新を定期的に行い、教
育活動の様子を随時伝える。
・三根中学校生徒のあいさつ運動や「ようこそ先
輩」などの取組を行い、実践を通して、児童・生
徒の自己肯定感を上げる。

A

コロナ感染拡大により、幼稚園・保育所・1年生の交流
会はできなかったが、ビデオレターに変更して学校の
様子を伝えた。
・2月に「ようこそ先輩」として、中３生徒を招待し中学
校の生活について説明してもらったり、小学生の質問
に答えてもらったりした。

A

・地域との連携、交流はコロナ禍であまりできなかっ
たが、新１年生へのビデオレターで小学校のことを伝
えたり、三根中学生との「ようこそ先輩」で中学校のこ
とを聞いたりできたことはよかった。次年度は、交流
ができればと思う。
・今後、コロナ禍で地域連携がどうなるのか、数値目
標の設定の仕方を検討する必要がある。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

キャッチフレーズ　　　　　「夢にチャレンジ東っ子」
学校教育目標　　　　　「元気いっぱい 笑顔あふれる」 児童の育成
　　　　　　　　　～　自分大すき、友だち大すき、学校大すきな子供　～

1　心の安心を育む学校風土の確立と児童の自己肯定感の向上（自分つくり）
２　豊かな体験活動の充実と地域を生かした教育活動の推進（仲間づくり）
３　確実な学力向上と主体的・対話的で深い学びの推進（学びづくり）

A

最終評価 学校関係者評価重点取組

２　学校教育目標

●健康・体つくり

具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

令和２年度の評価結果については、主に以下のような成果や課題があった。
〇コロナ禍で成果目標についての具体的な取組が実施できない項目もあったが、取り組める内容については、きちんと全職員で行ってきた。そのため、学校関係者評価においては、マイナスな評価はほとんどなかった。これからも職員の協働体制
で、「チーム東小」として、教育活動を進めていく。
〇「光るところ見つけカード」は、児童間だけでなく、職員や保護者からもよいところを見つけてもらいカードに書かれることで、自己肯定感の意識の高揚につながった。
●次年度は、ゲームなどをして、夜遅くまで起きている就寝時刻のことが話題になったので、SNSの使い方も含め、保護者に意識付けを図る取組を行いたい。
●開発的生徒指導の理念を全職員が理解し、委員会活動や係活動などにおいて、「出番・役割・承認」取組の充実を図り、児童一人一人の自己肯定感を高め、主体的・実践的な態度を育成する。

１　前年度

　　評価結果の概要

３　本年度の重点目標

学校名 みやき町立三根東小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

５　総合評価・

　　次年度への展望

・コロナ禍で成果目標について修正を行った項目もあったが、全職員で取り組みを行ってきたことに対しては、学校関係者評価において高い評価をいただいた。次年度も職員の協働体制を大切に「チーム東小」として、教育活動を進めていきたい。
・「光るところ見つけカード」は、児童間だけでなく、職員や保護者からもよいところを見つけてもらいカードに書かれることで、自己肯定感の意識の高揚につながった。
・１１月の「いのちと夢のコンサート」や６年生の「夢の教室」「ＡＮＡキャリア教育」は、講師からの歌やメッセージを聴いたり、「マナー講座」など体験できたりしたことが「いのちや夢」について考える貴重な機会となった。さらに、校長から「夢の実現」についての授業を受け、６年生にとっ
て「夢を語れる場」をもたせることができた。
・２月の「いのちを考える日」の集会で、６年生を中心に命を考えるプロジェクトに取り組み、「いのち」について全校児童で考えることができたのは大きな成果であった。
・SNSの使い方について、家庭できまりを考えるなど取組はよくなっているが、これからも継続した指導が必要である。

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価


